
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どんどん（活動する子） 

わくわく（感動する子） 

いきいき（表現する子） けいせい
３つの「あ」✕学校だより

 スケート授業につきましては、一昨年度に十勝地方での雪不足及び暖

気の影響により、市内農村部や一部の学校を除いて、スケートリンクの

造成を断念した経緯があり、今後についても、気候変動等の影響から、

リンク造成か困難な状況となったり、リンクの使用期間が短期間になる

など、安定的な教育活動の遂行が難しくなることが予想されます。そう

いった影響から、今年度より市内中学校のアイスホッケーの授業につい

て、段階的に別の種目へと移行する動きとなっております。 

スケート授業について 

 10月 15日（木）に、第 2回 CS（コミュニティ・スクール）協議

会が開催されました。前回の協議会では、『啓西小の子どもたちに

は、どんな子に育ってほしいか』というテーマで熟議を行い、委員

の皆様方からは、「自分のことを大切にできる子どもに育ってほし

い」など、様々なご意見をいただきました。今回は、前回の熟議の

内容を、さらに深めようと、「自分のこと 相手のことを大切にで

きる子どもの育成」に向けて、学校、家庭、地域のそれぞれで、で

できることについて膝を交え、熟議を行いました。挨拶ができる子

に育つためには、大人が規範となるような行動をとること、学校だ

けではなく家庭や地域など、たくさんの人と挨拶を交わす経験を重

ねることなどの意見があがっていました。また、学校と家庭、地域

が連携して、子ども達を支えていくためには、まずは、お互いの

「顔の見える関係」を作っていくことが大切であり、そのために

は、地域の方が、学校に足を運び、子ども達の様子を見てもらった

り、子ども達と一緒に活動したりする機会を作っていくことが大切

である等、様々な視点で活発な意見交流が行われました。 

 

 

 

 

 

小学校のスピードスケートの授業については、今後、市として、様々な視点で見直しをはかっ

ていくこととなっておりますが、今年度については昨年度と同様に、全学年において実施してい

くこととなっております。 

 なお、ご家庭におけるお子さんのスケート靴等の準備やレンタルにつきましては、昨年度と同

様に、スケートリンクの完成の見込みがたった段階で、学校よりあらためてアナウンスいたしま

すことを申し添えます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                 

これからも啓西っ子の活躍を期しています(^.^) 

 朝、校内をまわっていると、児童玄関の方から、｢おはようご

ざいます！｣という元気な声が聞こえてきました。見ると、児童

会のメンバーが玄関に並び、登校してくる子ども達一人ひとりと

挨拶を交わしていました。児童会のメンバーから挨拶された子ど

も達は、少し照れくさそうに挨拶を返したり、さらに大きな声で

挨拶を返す人もいました。普段は何気なく靴を履き替え、教室に

向かう玄関ですが、お互いに挨拶を交わすことで、いつもよりも

少し、前向きな気持ちで一日をスタートさせることができ 

たのではないかと思います。 

第52回全十勝ミニバスケットボール秋季十勝地区予選大会大会 

                  第４位  
 

帯広啓西ミニバスケットボール少年団 

 

トラック協会杯第38回全道U-11サッカー大会十勝地区予選 

                 準優勝  
 2027年度全道少年（U-12）8人制サッカー大会

兼第24回ＪＡ会長杯全国小学生選抜サッカー 

ＩＮ北海道十勝地区予選 

                 第 3位  
 

帯広フットボールクラブ所属 

 


